
『カスリン･アイオン台風７０年』 

～風化させない歴史とつなげる未来～ 

◆◆編集後記◆◆春も近づきスギ花粉も飛散し始めました。東北地方は前年比２１０％で「非常に多い量」の
飛散が予定されているようです。しかし、例年比は１１０％との事。昨年は少なかったんですね～。（み） 

 昭和２３年９月、アイオン台風は、岩手県において前年のカスリン
台風を上回る被害をもたらしました。特に、一関市周辺においては、
カスリン台風の被害から完全に復旧されないままの台風来襲によ
り、濁流が再び街を襲い、多数の死者を数える壊滅的な被害を経
験しました。 
 いつ、どこで、どのような規模の洪水が発生するかわかりません。
「被害の最小化」を目指し、先人たちの声に耳を傾け、自分たちがで
きることを考え、災害時に備えることが必要です。昨年から実施して
いる『カスリン・アイオン台風７０年』の取組を継続し、防災・減災の
意識を醸成します。 

【 取組内容 】 
 ○昨年から実施している、『カスリン・アイオン台風７０年』の取組を 
 引き続き実施します。 
   『パネル展』、『住民参加の実践的な訓練』、『防災勉強会』 等 
 ○ 地域で実施する防災活動やイベントなどを支援します。 
   『出前講座』、『資料提供』、『取組ブースの設置』 等 落橋した上の橋 

横転した機関車と数多くの流木 
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